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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、学術的研究および社会啓発活動により、青少年の生活習慣病予防医療を目
的とした地域連携型研究・教育拠点の構築を計ることである。本研究の結果、学童・小児の血清HDL-Cと生活習慣、生
活習慣病関連検査項目の基準値、ピロリ菌感染症の頻度、血清中脂肪酸に関する新たな学術的知見が得られた。また、
市民公開講座、生活習慣病予防外来、出前クリニックなどの社会啓発活動を実施し、遠隔健康教育システムを開発した
。さらに、成果をまとめて“信州発”青少年の健康教育プログラムを発刊した。以上、本研究は目的に向けて貢献する
ものと考えられる。

研究成果の概要（英文）：The present project was designed to establish the stronghold of community-based 
health educational system for prevention of lifestyle-related diseases among children, adolescents, and 
young adults. We got several scientific achievements, including the relationship between serum HDL-C and 
lifestyle habits, reference values for biomarkers for lifestyle-related diseases, prevalence of 
helicobacter pylori infection, and serum fatty acids among school children. We also had social 
enlightening activities, such as health-related lectures for citizens and outpatient clinic for 
prevention of lifestyle-related diseases and “Demae” clinic for school children and their parents. 
Furthermore, we developed remote health support system using TV meeting system. Based on these results, 
we established the health educational programs on prevention of lifestyle-related diseases among school 
children. Thus, this project might contribute to establish the community-based health educational system.

研究分野： 健康・スポーツ科学・応用健康科学

キーワード： 保健健康管理　青少年　生活習慣病予防　地域連携
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

近年、わが国では生活習慣病予防の積極的

な健康づくり運動が推進されているが、青

少年における生活習慣病の実体は不明な点

が多く、予防医療の社会的取り組みは未だ

十分とはいえない。私たちは、平成 17 年か

ら長野県内モデル 3中学校（市街地、農村

部、山間部）で生活習慣病の調査研究を実

施している。これまでの調査により、肥満、

脂質異常症、空腹時高血糖、高尿酸血症な

どの生活習慣病およびそれに伴う不規則な

食生活、運動習慣の欠如が高率に認められ

た。平成 18 年信州大学医学部に「青少年の

メタボリックシンドロームを考える」研究

会を組織して、①学術講演会、②市民公開

講座、③松本市健康フェスティバル出展：

「家族で予防生活習慣病：ミニドックから

健康相談まで」、④学校「出前クリニック」、

出前授業、⑤親子の食育講座、⑥青少年と

その家族に対する「生活習慣病予防外来」

開設、などの取り組みを行っている。 
 
２．研究の目的 
本プロジェクトの目的は、医学、保健学、

看護学、検査学、栄養学、運動学各分野の

研究者の総力を結集し、小中学生から高校

生、大学生にわたる青少年の生活習慣病関

連の広汎な臨床データベースを構築して、 

（１）生活習慣病の集積を予測する検査マ

ーカーを検出し、生活習慣病関連項目の基

準値を設定して、青少年における新たな生

活習慣病評価法を開発する。 

（２）社会啓発活動の推進により、広く市

民への効果的な啓発に努める。 

（３）新たにテレビ会議システムを導入し

て、遠隔健康教育を開発する。 

（４）健康教育プログラムを発展・再構築

し、より効果的・効率的な学校健診を確立

する。 

 以上より、青少年の生活習慣病予防医療

を目的とした国内トップレベルの研究・教

育拠点の構築を計る。 
 
３．研究の方法 
（１）青少年における新たな生活習慣病評

価法の開発 

学校健診データ収集により、血清 HDL-C

などの血液マーカーと生活習慣病集積リス

クの関連性を検証する。また、生活習慣病

関連項目の基準値を設定して、青少年の新

たな生活習慣病評価法を開発する。 

（２）社会啓発活動の推進 

従来の社会活動を継続して、広く一般市民

への効果的な啓発に努める。 

（３）自治体の子どもの生活習慣病予防対

策事業支援 

松本市など近隣自治体が開始した「子ども

の生活習慣改善事業」、「食育推進事業」を

研究会が強力に支援する。 

（４）遠隔健康教育システムの開発 

遠隔地の学校に対してより効果的な健康教

育を実施するため、テレビ会議システムを

導入して、学校との間でわが国初の双方向

型遠隔健康教育システムを開発する。 

（５）科学的根拠に基づいた生活習慣改善、

生活習慣病予防並びに健康増進のための教

育プログラムの再構築 

様々な医療分野の専門家が連携して、科学

的根拠に基づいた健康教育プログラムの再

構築を行い、教育プログラムを県内全域の

学校に展開する。以上から、より効果的・

効率的な学校健診の確立を計る。 

（６）倫理面への配慮 

本プロジェクトでは、生徒ならびに保護者

に対して、研究目的・方法について口頭お

よび書面で伝え、同意書を得た。その際、

任意参加、同意撤回の自由、中断による不

利益を被らないこと並びに個人データが外

部に漏れることがないなど、プライバシー

の確保について充分な説明を行った。また、

本プロジェクトは、信州大学医学部医倫理

委員会の審査により承認されている。 



４．研究成果 

（１）科学的エビデンスの獲得 

①血清 HDL-C 値と生活習慣病集積リスク

および日常運動習慣 

一般中学生 1,064 名（男子 570 名、女子 494

名）を対象として HDL-C 値を 4 分位法で

解析した結果、男子の最低位群（≦55mg/dL）

では最高位群（≧74mg/dL）に比較して、腹

部肥満、高中性脂肪血症、空腹時高血糖の

頻度が有意に高値を、また、女子の最低位

群（≦56mg/dL）では最高位群（≧75mg/dL）

に比較して、腹部肥満、高中性脂肪血症の

頻度が高値を示した。男女いずれも最低位

群では、運動習慣の少ない生徒の頻度が高

値を示した（表１）。以上より、HDL-C 低

値を示す生徒では、特に、運動習慣を向上

させる教育の必要性が強く望まれる。 

表１ HDL-C 値 と生活習慣 (n = 1,064) 

 
Ranges of HDL-C (Boys: Q1≤55mg/dL, Q2 56-63 mg/dL, Q3 64-73mg/dL, 
Q4≥74mg/dL, Girls: Q1≤56mg/dL, Q2 57-64mg/dL, Q3 65-74mg/dL, 
Q4≥75mg/dL 
 

②中学生の生活習慣病関連検査項目の基準

値設定 

県内 3 中学校の生徒 2,750 名（男子 1,444

名、女子 1,306 名）の健診検査値から統計

的手法により、基準値を設定した（表２）。

健診結果に示される基準値は、健康な人達

の 95％の人の検査値がこの範囲に入ると

した統計的な検査値（範囲）と、学術専門 

学会のガイドライン（疾患の判定や治療を

目的とした指標）として合意された値で示

されている。本研究の結果、従来、詳細が

示されていなかった現代の一般中学生の生

活習慣病関連検査項目の基準値が明らかに 

 
 

された（表２）。 

③中学生におけるピロリ菌感染症の実態 

血中抗ピロリ菌抗体は、検査を実施した一

般中学生514名中15名(2.9%)が陽性を示し

た。これらの抗体陽性者の内には、鉄欠乏

性貧血を示す者もみられた。今後、除菌に

よる治療効果の検証および家族内経口感染

予防の啓発活動を目指したい。 

④小児、新生児における質量分析法による

血清中脂肪酸の解析 

新生児・乳幼児では血清脂肪酸濃度、組成

に関する分析の報告は極めて少ない。本研

究の結果、微量検体により主要脂肪酸の定

量が可能となり、リノール酸、アラキドン

酸などで年齢差が認められることが明らか

となった。 

⑤青少年とその家族を対象とした「生活習

慣病予防外来」の調査結果 

長野県教育委員会と連携して、青少年とそ

の家族に対する健康的な食事・運動・生活

習慣の提案、推進に重点を置いた、わが国

初めての「生活習慣病予防外来」を平成 23

年 8月に開設した。学校の春休み、夏休み

中に数日間実施し、平成 27 年 3 月までに

47 家族 142 名が受診した。本調査の結果、



約 2/3 の家族が子どもの肥満体型をきっか

けに受診したこと、また、子どもの多くは

肥満に悩む成長期の小・中学生であったた

め、主な介入は身体的成長を見込んだ生活

アドバイスであった。アンケート調査結果

からは、本外来が受診者の生活習慣の見直

しに有用である可能性が示唆された。 

（２）社会啓発活動 

①市民公開講座（計 2回、参加者 320 名） 

②学術講演会（計 2回、参加者 260 名） 

③「生活習慣病予防外来」実施（計 11 日間、

34 家族 100 名受診） 

④学校「出前クリニック」、出前授業（8回） 

⑤松本市健康フェスティバル出展（3回） 

⑥食育推進全国大会〜しあわせ信州食育フ

ェスタ 2014〜出展（1回） 

⑦健康日本 21 推進松本大会出展（1回） 

⑧食育講座（9回） 

（３）自治体における子どもの生活習慣病

予防対策事業支援 

①平成 26 年版厚生労働白書掲載 

研究会が強力に支援した、松本市の「こど

もの生活習慣改善事業」は平成 26 年版厚生

労働白書（健康長寿社会に実現に向けて：

健康・予防元年）に、全国的にも先進的な

健康寿命延伸事業のひとつとして掲載され

た。また、研究会の提言により、将来の生

活習慣病に結びつく可能性が高いと判断さ

れるヘモグロビン A1c と尿酸を、平成 27

年度より松本市の中学 2年生全員に従来の

一般血液検査に追加して実施することが決

定された。これは全国的にも初めての取り

組みで、将来の健康寿命延伸に向けてその

効果が期待される。 

②信州大学医学部と北安曇郡松川村（男性

長寿日本一）の地域連携事業締結 

平成26年3月医学部として初めての自治体

との地域連携事業の一環として、松川中学

校で生活習慣病調査および食育講座(3回)

を実施した。 

（４）遠隔健康教育システムの開発 

遠隔地の学校生徒に対してより効果的な健

康教育支援を行う目的で、平成 24 年からモ

デル中学校との間でテレビ会議システムに

より、食育などの分野で遠隔健康教育支援

を行っている。操作が煩雑など課題がみら

れるが、今後、本システムの構築により生

活・食事・運動指導など健康教育支援の向

上が望まれる。 

（５）信州発青少年の健康教育プログラム

の再構築：生活習慣病予防を目指して 改訂

第 2版発刊 

平成 23 年 1月に刊行した「“信州発”青少

年の健康教育プログラム」に、新たにピロ

リ菌感染症、こどもの運動、生活習慣病予

防外来などの項目を加えて、専門分野の研

究者 26 名の執筆により、平成 26 年 4月改

訂第 2版を発刊した。本教育プログラムは、

長野県教育委員会を通じて県内全ての小・

中・高等学校、教育委員会に配布された。 
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ンドロームを考える」研究会ホームページ 

（http://www.k-oasys.jp/） 

（２）受賞（2件） 

①平成 25 年度栄養関係功労者厚生労働大

臣表彰（廣田直子） 

②平成 26 年度日本臨床化学学会 Young 

Investigator Award（木戸口周平：研究協力

者 大学院生） 

 

６．研究組織 

（１）研究代表者 

 本郷 実（HONGO, Minoru） 

信州大学・学術研究院保健学系・教授 

 研究者番号：40209317 

（２）研究分担者 

 小池 健一 （KOIKE, Kenichi） 

信州大学・学術研究院医学系・教授 

研究者番号：40143979 

日高 宏哉 (HIDAKA, Hiroya) 

信州大学・学術研究院保健学系・准教授 

研究者番号：10362138 

廣田 直子 (HIROTA, Naoko) 

松本大学・人間健康学部・教授 

研究者番号：60218857 

市川 元基 (ICHIKAWA, Motoki) 

信州大学・学術研究院保健学系・教授 

研究者番号：60223088 

 横川 吉晴 (YOKOKAWA, Yoshiharu) 

信州大学・学術研究院保健学系・准教授 

研究者番号：50362140 

阪口 しげ子 (SAKAGUCHI, Shigeko) 

信州大学・医学部・教授 

研究者番号：90126863 

（平成 24 年度まで） 

（３）連携研究者 

 なし 

（４）研究協力者 

  木戸口周平 (KIDOGUCHI, Shuhei)  

 信州大学・大学院医学系研究科大学院生 


